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　この民俗フットボールに関する学問的関心は古く，19 世紀初めの J. ストラットの古典的論文
（Strutt, 1801）においてどのような競技であったかという簡単な描写が見られる．その後，
M. シャーマン（Shearman, 1887），F.P. マグーン（Magoun, 1938），M. マープルズ（Marples, 
1954）によって民俗フットボールの姿が紹介されていく．それらにより競技形態の実態をより克
明に知ることができるようになった．さらに，競技の特質を学問的に規定する試みも見られるよ









所，イングランドに 10 か所の町や村で現在も行われていることを確認し，1993 年より 20 数年









ブリテン島の南西部に St Ives, St Columb Major，東部に Alnwick をはじめいくつかの町で，

































を外から少し押す姿を見るくらいである．ただし，Ashbourne と Workington では過去に女性
の勝者7）が誕生しており，勇敢な女性として勝者のリストに刻まれている．
　使用されるボールについては，Kirkwall を除くスコットランドのゲームにおいて 5 個から 10
個，あるいはそれ以上の数のボールが用いられる（ボールの数だけゲームが行われる）のに比
べ，イングランドでは当日 1 個のボールの使用がほとんどである．ただし，Ashbourne ではゲー
ムの展開によって最大 3 個のボール，Hallaton でも展開によって最大 3 個の小さなビア樽がボー
ルとして使われることもある．ボールの仕様（形状・大きさ）は様々で，普段私たちが使ってい
るサッカーボールを使うところ，バスケットボール大やクリケットボール大のボール，ラグビー
1 月 1 日（元旦） Kirkwall （10.30am－boys, 1.00pm－men）
1 月 6 日 Haxey （11.30am－activities, 3.15pm－game）




Atherstone （3.00pm）,  
Alnwick （2.00pm）, 
Sedgefield （1.00pm）,




告解火曜日後の土曜日 Ancrum （11.00am－boys, 1.00pm－men）
告解火曜日後の月曜日 Denholm （approx. 4.00pm）
告解火曜日後の 2 週後の土曜日 St Columb Major （4.30pm）
聖金曜日 Workington （6.30pm） 
復活の月曜日（復活祭の翌日） Hallaton （11.00am－activities, 3.00pm－game） 
復活の火曜日（復活祭の翌々日） Workington （6.30pm） 
復活の火曜日後の土曜日 Workington （6.30pm）
7 月第 2 日曜日　 Duns （6.00pm）












　　⇒ Alnwick, Ashbourne, Atherstone, St Ives
⑶　プレイヤー（年齢／女性の参加）




①　各日に 1 個のボールを使用（1 個のボールでその日のゲームを実施）




・バスケットボール大 or それ以上……Ashbourne, Atherstone
・ひと回り小さなラグビーボール……Workington





・銀のプレートでボールの周りを覆う……St Columb Major, St Ives  
※「シルバーボール」と呼ばれている
⑸　チームの区分
①　教区……St Michael’ vs St Paul’s（Alnwick）
②　地理的区分
・町を二分……Upwards vs Downwards（Ashbourne）, Uppies vs Downies（Workington）,
Town vs Country（St Columb Major）
・町対町……Haxey vs Westwoodside（Haxey）, Hallaton vs Medbourne（Hallaton）






①　特定の固定されたゴール……Alnwick, Ashbourne, St Columb Major
②　一定の空間，場所，地域……Workington, St Columb Major, Haxey, Hallaton
③　片方のゴールのみ……Sedgefield
④　ゴールなし……Atherstone, St Ives, （Corfe Castle：現在はセレモニーのみ） 
⑤　ゴール間の距離
200 ヤード：Alnwick,  500 ～ 600 ヤード：Sedgfield,
1.5～2.5km : Workington, St Columb Major, Haxey, Hallaton,  5km :  Ashbourne
⑻　プレイヤーの人数




Ainwick, Ashbourne, Atherstone, Hallaton に独自の運営組織（規模には大小がある）が存在
⑾　勝者への褒美
①　賞金の授与：Alnwick, St Ives（銀貨），Haxey（Running Hood のみ￡2）
②　ゲームで使用されたボール：Alnwick, Sedgefield, Ashbourne, Atherstone, Workington, 
St Columb Major, Hallaton
③　ビールの提供：Atherston, Workington, St Columb Major
⑿　審判の存在












写真 1　Almwick 写真 2　Ashbourne 写真 3　Atherstone
写真 4　Sedgefield 写真 5　Workington 写真 6　St Columb Major
写真 7　Haxey（Haxey Food） 写真 8　Hallaton（Bottle Kicking）


















































よう互いに注意し合うといった行動も見られる．Atherstone や Haxey では，その役割を担う
人物が配置され，また Alnwick では，アンパイアと呼ばれる審判が存在し，前記の印刷物には


















見られないことから，また，完全にセレモニー化した Corfe Castle のゲーム（教会前をスター





②　ゲーム時間の制限〔Alnwick, Sedgefield, Ashbourn, Atherstone〕
③　文章化されたルールのメモの存在〔Alnwick, Atherstone〕








⑶　ゲームは 3 回行う 
・第 1，第 2 ゲームは最大 30 分（ゴールしたらすぐ次のゲームに）．決着がつかない時は第 3 ゲー
ム（最大 45 分）を実施
・賞金（グッド・プレイヤー：￡2，第 1・第 2 ゲームの得点者：￡10，第 3 ゲームの得点者：
￡ 20）．最後に川に投入されたボール（試合に用いられた）を奪い合う
⑷　市販のサッカーボールを使用
⑸　4 人のアンパイア（各チーム：St Michael’s と St Paul’s から）とラインズマンが存在  
⑹　手を使うことは許されず，ボールはキックしければならない 
⑺　プレイヤーとして若者（高校生の男女，交換留学生）の参加が多い 



















の特徴を整理した文献がある．それは Frank N. Punchard が 1928 年に著した「Survivals of 
Folk Football」という小冊子15）であり，その Panchard が整理したゲーム内容と筆者が整理し
た内容の間に差異が認められた事象を表５に示した．約 90 年間の変化だけを見ても，
Atherstone では，ゲームの存続を担う委員会組織が新設され，St Ives では，チーム区分が消滅
し，子どもだけのゲームへと変化している．また，どのゲームも大きく変化したのは，プレイ
ヤーの人数である．数百人規模から 100 ～ 150 人程度へと減少し，担い手が少なくなるという状
況に直面している．そして，それまで女性の参加が認められなかったのが，認められるように
なった．それは女性の立場の変化や社会進出の影響とも言えるが，ゲームの存続のために減少す






























































































１）ここで用いる民俗フットボールは，Folk Football の訳語である．T. コリンズは，ゲームが伝統を有
し，田園から町々をかけめぐり，そして階級を越えてプレイされたことなどから，Folk Football は最
も適した用語であるとし，Mob Football は，19 世紀に住民をその恐怖から守るために下された裁判の
判決の中で用いられた用語であり，Mass Football も，例えば，ドーキング Dorking で行われたゲーム
が 1 チームわずか 15 人という人数で行われたということなどから不適切である．そして，Street 
Football は，街中のストリート上で展開されるゲームを表し，町を離れ，牧場・田園に進行するゲーム
には当てはまらないと述べている（Collins, 1998 p.25）．









カークウォ－ル Kirkwall のゲームであり，2000 年から 2001 年にかけてエジンバラ大学スコットラン
ド研究所に在外研究に訪英したことで，スコットランドの調査を集中的に行ったことによる．
４）筆者はこれまで「英国スコットランドに残る民俗フットボールについて－その独自性と類似性」（『ス
ポーツ学の冒険』, 船井・松本他編，2009, pp.109-119），「Investigation of The Folk Football Games 
Surviving in Scotland－the Differences and Similarities－」（名古屋短期大学研究紀要，第 47 号， 
2009 pp.85-94）等の論文を発表してきた．
５） 民俗フットボールが行われている町や村の人口は，スコットランドの 7 箇所は，Kirkwall－7000 人，
Jedburgh－4000 人，Ancrum－400 人，Denholm－600 人，Hobkirk－200 人，Lilliesleaf－250 人， 
Duns－2600 人 で あ る． イ ン グ ラ ン ド の 10 箇 所 は，Ashbourne－10000 人，Alnwick－8000 人， 
Sedgefield－4500 人，Atherstone－8300 人， St Columb Major－4000 人 St Ives－11000 人，








れるが，その後 1957 年の告解火曜日に行われたゲームで Downards の Miss Nora Wibberley が勝者と
なっている（Porter, 2002 pp.217-218）．Workington では，2006 年に Uppies の Chatherine Malloy
（29 歳）が女性で最初の勝者になった（Hornby, 2008 p.168）．しかし，両ゲームともその後女性の勝者
は生まれていない． 




ペイントがほとんど剥がれてしまうため，勝者にはペイントを描き直して後日授与される（吉田 , 2001 
pp.30-31）．
９）コーンウォール地方（英国南西部地方）のゲームの特徴として，革に詰めものをしてそれを銀のプ




で町中で行われていたゲームが Alnwick 城下にある空き地に 2 つのゴールを設置し，ボールが一定の範
囲を越えて出て行くと審判の指示でゲームが中断・再開される．このようなゲーム専用にゴールを設置
してゲーム空間を制限するゲームは Alnwick のゲームだけである．
11）スコットランドのゲームでは，Kirkwall の成人のゲームに 200 ～ 300 人が参加する以外は，20 人か
ら 30 人のプレイヤーが参加する小規模なものである（詳細は，吉田，2014 p.40 参照）．
12）アニックのゲームでは，委員会のメンバーの名簿とともにゲームのスタートからゴール，そしてその





13）Garnham, N. （2002） p.1228，Hornby, H. （2008） pp.93-94.
14）Garnham, N. （2002） pp.1236-1242，Hornby, H. （2008） pp.94-96. 
15）F.N.Punchard は，1928 年に “Survivals of Folk Football”（Editor of “School Hygiene and Physi-
cal Education”, Birmingham, 1928）出版しているが，そこでは，スコットランドに９箇所，イングラ
ンドに７箇所の残存するゲームの比較検討がされている．それによると，筆者が確認したゲーム以外に，
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Alnwick Sedgefield Ashbourne Atherston Worknigton
人　口 8000 4500 10,000 8300 24,300
開催日




145 分（第 1 ゲーム :30























午後 6 時 30 分に開始，時間


































入 っ て い る，Rugby の
Gilbert によって作られて
いる













































Uppies goal: Workington Hall





約１00 人 70～80 人 通常 200 ～ 300 人（500 ～ 600 人
規模になることも）














































































St Columb Major St Ives Haxey Hallaton Corfe Castle




1 月 6 日（旧暦のクリスマス） 復活の月曜日（復活祭の翌日） 告解火曜日
午後 4 時 30 分開始，通常 2 ～ 3 時間，








少 年 or グ ル ー プ が
Guildhall にボールを
持ってくる
午後 3 時 15 分に開始（ただし，11:30
に４つのパブを巡回するセレモニーが始
まる），通常 3 ～ 4 時間（2:45 頃から
The Running Hood game，3:15 から



















者 30 ～ 60 歳代
各日に 1 個 １個 The Running hood：12 個の疑似 Hood，
The Sway Hood は革製の円筒形の Hood
を１個
3 つのビア樽（2 個は茶色の樽，1







い， ボ ー ル に は "DO YOUR BEST 
TOWN AND COUNTRY" と刻まれて
いる）







にまるめたもの，The Sway Hood は革




























ト を 通 っ て 再 び Town 
Hall に戻ってくる
Town: St Columb の中心から南西に
1 マイルの Cross Putty というジャン
ク シ ョ ン に あ る マ イ ル 標 の 横，
Country: St Columb の中心から北東





1.8 マイル　最大約 3.5 マイル）
ゴールなし Westwoodside は Carpenters Arms, 
Haxey は Duke William/The Loco/





















明文化されていない 明文化されていない 明文化されていない 明文化されていない なし









































なし なし 審 判 に 近 い 存 在 と し て，11 人 の
Boggins が揉め事を収め，家屋などの
損壊を防いでいる
なし なし
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